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会
長

中
村

清
秀

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
３
度
目
の
自
治
会

長
と
し
て
地
域
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
４

月
の
総
会
で

会
長
を
退
任

し
ま
す
。

永
年
に
亘
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
清
和
台
の
課
題
の

掘
り
起
こ
し
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う
な
活
動
が
出
来
な

か
っ
た
の
も
現
実
で
す
。
し
か
し
、
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
環
境
や

安
全
・
防
犯
問
題
は
待
っ
た
な
し
で
あ

り
、
で
き
る
限
り
通
常
に
近
い
活
動
を

行
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
策
を
考
慮
し
な
が
ら
、
各
種
行

事
な
ど
も
平
常
に
近
い
形
で
開
催
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
、
大
い

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
安
心
・

安
全
に
楽
し
く
生
活
で
き
る
清
和
台
」

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を

終
え
て安

全
部

年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
を
12
月

27
日
、
28
日
の
２
日
間
実
施
し
ま
し
た
。

清
和
台
地
域
を
５
エ
リ
ア
に
分
け
、

中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
出
発
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
各
エ
リ
ア
を
徒

歩
で
巡
回
し
、
防
火
防
犯
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

参
加
者
は
２
日
間
合
計
で
大
人
１
３

２
名
、
子
ど
も
32

名
に
の
ぼ
り
皆
さ

ん
の
防
犯
意
識
の

高
さ
を
再
認
識
い

た
し
ま
し
た
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
月
号
は
休
刊
い
た
し
ま
す

自
治
会
役
員
公
募
の
ご
案
内

選
挙
管
理
委
員
会

令
和
６
年
度
の
役
員
等
を
次
の
と
お

り
公
募
し
ま
す
。

１

公
募
す
る
役
員
・
監
査
役

☆
会
長

☆
副
会
長

３
名

第
２
地
区
（
西
１
・
２
丁
目
）

第
３
地
区
（
東
３
・
４
・
５
丁
目
）

第
５
地
区
（
清
和
台
住
宅
団
地
）

以
上
の
地
区
か
ら
各
１
名

☆
監
査
役

２
名

２

募
集
期
間

１
月
25
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
金
）

３

届
出
事
項

・
立
候
補
の
場
合

役
職
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

・
推
薦
の
場
合

推
薦
候
補
者
の
役
職
名
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
と
、
推
薦
者
５
名
の

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

以
上
を
任
意
の
用
紙
に
記
入
し
、
自

治
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
年
を
迎
え
て



役
員
会
だ
よ
り
（
４
５
５
号
）

開
催

12
月
17
日

［
議
題
報
告
事
項
］

〈
会
議
、
行
事
予
定
〉

・
年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

（
１
面
参
照
）

・
選
挙
管
理
委
員
会
設
置
（
１
面
参
照
）

・
清
和
台
地
区
防
災
訓
練
及
び
と
ん
ど

祭
り
、
警
察
に
よ
る
自
転
車
講
習
会

・
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

２
月
４
日

・
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
３
面
参
照
）

・
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

（
下
段
参
照
）

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
11
月
度

部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、
後
片
付

け
、
議
事
録
作
成

・
自
治
会
費
等
集
金
受
付
完
了

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
12
月
号

３
３
３
号
発
行

・
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

・
広
報
掲
示
板
管
理
（
６
ヵ
所
）

（
環
境
部
）

・
清
水
谷
公
園
巨
木
の
枝
の
剪
定
完
了

・
西
駒
谷
公
園
掃
除
箱
の
鍵
修
理
済
み

・
市
管
理
４
公
園
（
中
央
、
下
大
畑

な
ど
）
、
東
３
丁
目
緑
地
の
雑
草
の

除
去
完
了

・
西
５
丁
目
の
折
れ
た
木
々
は
県
土
木

課
に
よ
り
除
去
完
了

・
西
５
丁
目
の
市
管
理
山
の
落
葉
問
題

市
主
導
で
落
葉
除
去
し
な
い
方
針

・
資
源
回
収
事
業

11
月
度
実
績

31
・
９
ト
ン
（
前
年
比
84
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
11
月
度
慶
弔
関
係

お
悔
や
み

11
件

・
赤
い
羽
根
、
歳
末
募
金
の
受
付
完
了

（
３
面
参
照
）

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
の
点
検

南
小
１
ヵ
所
修
理

ほ
か
異
常
な
し

（
体
育
部
）

・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
実
施

（
安
全
部
）

・
年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

12
月
27
日
、
28
日

19
時
～
20
時
30
分
実
施

・
交
通
安
全
講
習
会
開
催

２
月
21
日
（
水
）
14
時
（
第
２
自
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
注
意
喚
起
看
板
作
成

済
み
、
順
次
取
付

・
交
番
だ
よ
り

交
通(

人
身)

事
故

２
件

西
１
市
道

車
×
自
転
車

東
５
県
道

車
×
車

刑
法
犯
罪

０
件

（
会
館
運
営
部
）

・
各
自
治
会
館
の
点
検
・
確
認
・
是
正

・
第
１
自

姿
見
の
鏡
一
部
破
損
他

に
つ
い
て
補
修
検
討

・
第
３
自

三
角
コ
ー
ン
交
換

・
各
自
治
会
館
の
暖
房
空
調
切
替
完
了

・
各
自
治
会
館
の
消
防
設
備
点
検
完
了

①
会
館
清
掃

１
名

・
第
１
自
治
会
館

館
内
、
敷
地
内
の
清
掃

・
月
曜
日
～
土
曜
日

週
３
回

作
業
時
間

８
時
～
９
時

・
報
酬
額

１
回
８
３
０
円

②
公
園
清
掃
隊

若
干
名

・
13
公
園
の
ゴ
ミ
清
掃

・
月
３
回
金
曜
日

・
作
業
時
間
８
時
30
分
～
11
時
30
分

・
時
給

７
８
０
円

③
バ
ス
停
清
掃(

４
ヵ
所)

１
名

・
１
回

７
８
０
円
（
週
３
回
）

④
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

１
名

・
配
布
地
区

西
３
丁
目

・
報
酬
額

別
途
規
定
に
よ
る

◎
申
込
受
付
期
間

２
月
９
日
迄

◎
応
募
さ
れ
る
方
は
、
任
意
の
用
紙
に

職
務
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
第
２
自
治
会
館
事
務

局
ま
で
ご
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
届
け
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日(

日)

恒
例
の
「
文
教
寄
席
」

を
、
落
語
家
の
林
家
卯
三
郎
師
匠
を
お

招
き
し
て
行
い
ま
す
。

第
４
自
治
会
館
で
14
時
か
ら(

開
場

13
時
30
分)

大
い
に
笑
っ
て
下
さ
い
。

せいわだいにゅ～す 令和６年１月１４日（２）

新
入
会
員

12
月
度

（
敬
称
略
）

佐
藤

賢
治

東
４

西
川

賢

東
２

ほ
か

２
名

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

落
語
会
開
催
の
お
知
ら
せ



歳
末
助
け
合
い
募
金

件
数

２
、
１
０
８
件

金
額

６
６
３
、
９
３
４
円

皆
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
ん
ど
祭
り
・
防
災
訓
練

コ
ミ
協
議
会
・
自
主
防
災
会

１
月
７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
と
ん
ど
祭
り

で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、

コ
ミ
福
祉
部
会
の
子
ど
も
昔
遊
び

の
「
じ
て
ん
し
ゃ
」
も
併
催
、
多

く
の
親
子
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ラ
リ
ー

形
式
で
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

日
常
で
も
参
考
に
な
る
簡
易
担

架
作
り
・
応
急
処
置
・
A
E
D
操

作
・
倒
木
除
去
・
水
防
（
土
の
う

積
み
）
・
水
消
火
器
操
作
・
実
際

の
消
火
器
噴
射

訓
練
の
後
、
可

搬
式
簡
易
ポ
ン

プ
放
水
実
演
な

ど
で
、
充
実
し

た
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

（３） せいわだいにゅ～す 令和６年１月１４日

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

１
月
24
日
（
水
）

２
月
28
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台

２
階

ｃ
ａ
ｆ
ｅ

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
ー
バ
テ
ィ
、
お
菓
付

ふ
れ
あ
い
広
場

①
日

時

２
月
1
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

内

容

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

ポ
ピ
ン
ズ
さ
ん

②
日

時

３
月
７
日
（
木
）

13
時
30
分
～
15
時

内

容

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

キ
ン
タ
ー
ズ
さ
ん

場

所

第
４
自
治
会
館

※

飲
物
は
ご
持
参
く
さ
い

帰
り
は
、
14
時
55
分
発
ト
ナ
リ
エ
行
清

和
苑
巡
回
車
利
用
で
き
ま
す

（
定
員
６
名
）

さ
ん
り
ん
し
ゃ

①
日

時

２
月
14
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

内

容

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ル
バ
ム
を
作
ろ
う
！

持
ち
物

写
真

②
日

時

３
月
13
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

内

容

ハ
ン
ド
メ
イ
ド

（
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
）

場

所

第
３
自
治
会
館

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※

参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

①
日

時

２
月
18
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

内

容

新
舞
踊

②
日

時

３
月
17
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

内

容

ギ
タ
ー
演
奏

冨
澤

治
さ
ん

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

１
０
０
円

認
知
症
カ
フ
ェ
・
和
カ
フ
ェ
は

※

清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す

※

全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

猪
名
川
河
川
敷
の
美
化
推
進
の
た

め
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
協
力
い
た
だ
け

る
方
、
特
に
若
い
方
の
参
加
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

２
月
17
日
（
土
）
９
時
～

場
所

清
和
苑
東
下

猪
名
川
側
道
集
合

（
詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
予
定
）

募
金
実
績
報
告福

祉
・
保
健
部

赤
い
羽
根
共
同
募
金

件
数

２
、
１
０
８
件

金
額

６
６
３
、
９
３
４
円

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ



せいわだいにゅ～す 令和６年１月１４日（４）

診察室からⅡ（95） 下肢循環

私
は
80
代
の
坂
を
登
り
始
め
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
、
当
時

40
代
で
清
和
台
自
治
会
体
育
部
に
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
そ

の
頃
は
子
育
て
真
っ
最
中
の
時
期
で
し
た
。

行
事
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
企
画
立
案
を
経
て
会
議
を
重

ね
、
四
季
折
々
の
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
先
輩
方
の
知
恵
、
人
と
人
と
の
意
思
疎
通
の
大
切
さ
な

ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
中
で
有
形
無

形
の
友
人
と
の
絆
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
兵
庫
県
内
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
団
体
の
中
で

４
０
０
名
ほ
ど
の
会
員
（
大
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
年
代
）
を
た
ば
ね
て
い
ま
す
。

会
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
近
畿
圏
を
は
じ
め
、
全
国
津
々
浦
々
、

視
察
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
今
で
は
友
人
の
輪
が
日
本
国
内
だ

け
で
な
く
、
遠
く
海
外
に
も
広
が
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
経
験

が
、
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

若
い
方
に
申
し
上
げ
た
い
・
・
・
そ
の
時
に
得
た
経
験
は
長

い
人
生
の
中
で
お
お
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
清
和
台
の
住
み
よ
い
環
境
の
中
で

【
人
の
心
は
見
え
な
い
が
、
心
遣
い
は
見

え
る
】
を
胸
に
刻
み
、
人
の
気
遣
い
に
対

し
、
常
に
感
謝
を
忘
れ
な
い
・
・
・
そ
ん

な
人
で
あ
り
た
い
と
願
い
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エコノミー症候群をご存知でしょうか。

長時間の座位により（座位でも頻回に足を

動かしていれば発症しにくいのですが）、

足の静脈で血液がうっ滞し、その結果、血

栓が形成され、歩行開始後に静脈還流が改

善した際、血栓が足から心臓へ、最終的に

は肺に飛び、肺血流を遮断する肺梗塞を発

症する病気です。

エコノミークラスでは足を延ばせるスペー

スがなく、しかも国際線では数時間以上座

位になるため、足の静脈血栓症を発症する

頻度が高く、この病名が付けられましたが、

長時間の座位がからめばいつでも、誰でも

発症する危険性があります。

当医院では長時間座位でパチンコをして

いて発症した方もおられます。肺梗塞を発

症すると、肺に血液が流れなくなり、低酸

素となります。低酸素が重度なら、そのま

ま心停止になりますが、心臓マッサージを

しても低酸素状態は改善しないため、心肺

蘇生は困難です。低酸素下で心臓の拍動が

維持できていれば、右心室から肺への血流

が停滞するため、右心不全を発症し、下肢

の浮腫みや肝障害が出現します。

発症時には胸痛が出現すると言われてい

ますが、当院で経験した患者さんは皆さん

胸痛の自覚はありませんでした。

治療はできるだけ早期にその血栓を溶か

すことが重要ですが、治療法には内服、点

滴、カテーテルでの肺動脈への注入があり、

重篤度や血栓の範囲によって決定されます。

重篤で血圧維持が困難な場合は急性期に、

治療開始が遅く、血栓を十分に溶解できな

かった場合は慢性期に外科的に切除するこ

ともあります。血栓除去後も６ヵ月は再発

予防の抗凝固薬を内服する必要があります。

６ヵ月後に抗凝固薬を中止し再発する方

も多く、生活上座位が長時間になる方、生

まれつき凝固能が更新している方、肺梗塞

予防のために下肢大静脈にフィルターを留

置している方は永続的な抗凝固の内服が必

要です。

次回は以前にもお話しした糖尿病のお話

しです。
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